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Ca 2+ の取込の阻害と ATPase活性の増加が生じる。この処理で Ca2+依存性と非依存性の両ATPase活
性が増大する。アルコール処理した筋小胞体の全ATP分解初期速度は対照の約2倍になる。 Ca 2十取込
を50%阻害するに必要なアルコール濃度を Nca M, ATPase活性を最大増加量の50%だけ増加させる
に必要なアルコール濃度を N ATPase M，ノルマルアルコール分子の炭素原子数を n とおくと次の関係が
成り立つ。
-304-
Nca =23.5 X 10-0.593n M 
N ATPase =35.5 x 10-0 ・593n M 













筋小胞体は筋肉細胞中に存在し、 ATP分解を行いつつ、 Ca イオンをとりこみ、筋肉細胞膜の興奮
にともなって、 Ca イオンを放出する。申請者は、この小胞体を分離精製し、その ATP 分解及び Ca
イオンとりこみの活性が、小胞体を形成する蛋白質や脂質の構造を選択的に変化させたとき、どのよ
うな影響をう ~t るかをしらべた o
まず、種々のキサンチン系色素を加えて、フォトダイナミック反応を行ったとき、小胞体のCaイオ
ンとりこみと ATP分解の活性はともに消失すること、このとき小胞体の蛋白質のトリプトファンとヒ
スチジンが光酸化をうけ、特にトリプトファンの構造変化と上記活性の消失がほぼ平行していること
を見出した。
一方アルコールを加えたときは、小胞体の Caイオンとりこみ活性は消失するがATP分解活性はか
えって増加すること、すなわち ATP分解がからまわりすることを見出したo これはアルコールによっ
て脂質の作る規則的構造の一部分がこわれるためと推論し、アルコール分子の長さと活性に対する効
果との聞に興味深い関係が成り立つことを示したo
さらに不飽和脂肪酸によってもアルコールの場合と同様の活性の変化がおこることを見出したD
以上この論文は筋小胞体に対するフォトダイナミック作用及びアルコール、不飽和脂肪酸の効果に
ついての興味深い知見をもたらし、小胞体の活性における蛋白質及び脂質の役割について重要な示唆
を与えたもので、博士論文として価値あるものである。
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